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1. はじめに
我が国では少子化や核家族化、ライフスタイルの
変化、育児不安を訴える親の増加、中食・外食産業
の増加、朝食欠食率の増加、孤食など、社会の環境
や食生活は大きく変化し、食環境も多様化してきて
おり、1）2）3）4）そのようなことを背景に、近年、食
育の重要性が着目され、食育活動も盛んに行われる
ようになった。平成 17 年 6 月には「食育基本法」
が公布され、「保育所における食育に関する指針」
も平成 21 年 4 月に改定された。
また、アレルギー疾患の訴えも多くなり、平成
15 年に厚生労働省が行なった全国のアレルギー疾
患調査では、皮膚、呼吸器、及び目鼻の各症状のい
ずれかのアレルギー様症状の割合は、全体の 35.9%
であり、アレルギーの発症の機序はまだよく解明さ
れていないが、その原因として、住環境の変化や、
食生活の変化が重要な因子のひとつとして考えられ
ている。5）6）7）わが国の食物アレルギーの有病率は、
諸家らの報告によると、乳児期が 5～ 10%、学童期
では 1～ 2%と考えられており 8）、日本小児アレル
ギー学会「食物アレルギー診療ガイドライン 2012」
では「食物アレルギーとは、食物によって引き起こ
される抗原特異的な免疫学機序を介して生体に不利
益な症状が惹起される現象」と定義している。9）
食物アレルギーの治療の基本は、原因食物の除去
であるが、乳児・幼児早期の即時型食物アレルギー
の主な原因である卵、乳製品、小麦は、その後加齢
とともに耐性を獲得するといわれており、解除の時
期・程度も異なるため、主治医と充分に相談し、対
応食を進めることが重要とされ 10）、保育施設での
対応給食の実施についても重要とされている。
近年、本学の給食管理実習（学外）における保育
園での実習報告でも、食物アレルギー児への給食対
応を行っている保育園が多くなってきた。
また、平成 18、19 年度の厚生労働科学研究調査
結果によると、食物アレルギー児を持つ保護者の悩
みは食物アレルギーと診断された直後は献立や調理
に関することが多く、除去食開始後は 1歳以上では
食材購入や外食に関する悩みが多くなり、保護者の
悩みには変化が見られ、栄養指導では、栄養面の指
導に終始するだけでなく患児、保護者が日常的に抱
えている悩みにも配慮する必要があるとされてい
る。9）平成 23 年 3 月には厚生労働省から「保育所
におけるアレルギー対応ガイドライン」が出され、
保育所職員が保育所での具体的な対応方法や取り組
みを共通理解するとともに、保護者も含め、保育に
関わる機関が連携をとりながら組織的に取り組むこ
とが求められている。12）
宇理須らの「科学的知見に基づく食物アレルギー
患者の安全管理とQOL向上に関する研究」の一つ
として、「食物アレルギー　ひやりはっと事例集」
では、施設などにおける食物アレルギーに関する知
識の不足による事例も多く報告されている。13）
このような状況を背景として、保育園における食
物アレルギー児への給食対応はますます重要な課題
となっている。
以上のことから、増野は、保育園での食物アレル
ギー児の実態や現場での問題点を探ることを目的と
して、実際に保育園児の保護者および保育園関係者
にアンケート調査を実施し、2施設の職員の回答結
果を本学の 54 号研究年報にて「保育園給食におけ
る食物アレルギー児の実態調査Ⅰ」として報告した。
14）今回、同様の調査を 14 施設に行い、新たな回答
結果を得たので、「保育園給食における食物アレル
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ギー児の実態調査Ⅱ」として報告する。
2. 方法
同意を得られた埼玉県K市の保育園 14 施設の職
員 72 名に対して、無記名自記式のアンケート調査
票を配布し、後日郵送にて回収を行なった。調査日
は職員の勤務時間の関係上、平成 23 年 12 月 27 日・
平成 24 年 1 月 10 日～平成 24 年 1 月 15 日・平成
24 年 3 月 29 日とに分けて回収した。
無記名自記式のアンケート調査の質問項目は、保
育園概要として、園児数、職員数、保育時間、保育
園児の年齢分布、食物アレルギー児の有無および数、
アレルゲンの種類、記入者の年齢・性別・職種・就
業年数のほか、給食における対応状況、意識調査と
して、保育園での給食作りや食事介助での注意点、
困っている点、利用の希望、食物アレルギー児の確
認方法、食物アレルギーの対応方法、など合わせて
17 項目を調査した。回答方法としては、ほぼ選択
回答方式とし、利用の希望については自由記述欄も
設けた。集計した結果、71 名の回答に対して検討・
考察を加えた。なお、分析は統計解析パッケージ
SPSS14.0J を使用しχ二乗検定により有意性の検定
を行なった。
3. 結果及び考察
埼玉県K市の保育園 14 施設の同意の得られた 72
名にアンケート調査を行い、71 名（内訳　保育園
関係者：43 名、給食関係者：28 名）の結果を得た
ので、以下に示す。
全体の平均年齢は 33.7 歳± 12.3 歳、職種別にみ
ると、保育士 31.2 歳± 11.2 歳、管理栄養士・栄養
士 28.7 歳± 7.6 歳、調理師・調理員 45.3 歳± 13.5
歳であり、給食担当者では管理栄養士・栄養士は調
理師・調理員に比べ、年齢の若い職員が多かった。
また、記入者の属性では、保育士 43 名（60.6%）、
栄養士 13 名（18.3%）管理栄養士 2名（2.8%）調理
師・調理員 13 名（18.3%）だった。（図 1）
勤務経験年数は、全体（n=71）では 0 ～ 3 年未
満が 26 名、3～ 5年が 13 名、6年～ 10 年が 17 名、
10 年以上が 15 名で、20 年以上も 5名であったが、
職業別にみると、保育士、管理栄養士・栄養士は経
験年数が 5年までの職員が 50% を超えており、調
理師・調理員に比べ勤務経験年数が低いことがわ
かった。（図 2）
14 施設の園児数、職員数、職員の内訳は表 1に
示すとおりである。（表 1）14 施設の園児数は最小
で 41 名、最大で 175 名が在籍していた。保育園児
の総数は合計 1374 名でそのうち食物アレルギー児
は 58 名（4.2%）であった。全保育園児に占めるア
レルギー児の割合は、平成 21 年に日本保育園保健
協議会が実施した保育所における食物アレルギー
に関する全国調査結果の 4.9%9）に比し、低い値を
図 1　職業別　内訳　（％）　（ｎ＝ 71）
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図 2　職業別　勤務年数（％）（ｎ＝ 71）
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示していた。しかし、各施設別では、アレルギー
児の割合はD保育園の 13.2% と最も高く、I保育園
が 0.9% と最も低値であったが、今回調査した 14 保
育園では全ての保育園にアレルギー児が在籍してい
た。アレルギー児全員が医師からの指示書を保育園
に提出しており、医師の指示の元に給食の対応（除
去食）が実施されていた。各保育園の食物アレル
ギー児の原因食品を表 2 に示した。（表 2）やはり
代表的な子どもの食物アレルギーの原因食品とされ
る卵がアレルゲンとする園児が多かったが、卵のほ
か、乳、そば、落花生、魚卵、フルーツ（キウイ、
バナナ）、大豆などにもアレルギーを起こす園児が
みられ、アレルギーの原因となる食品は多岐にわた
り、また、ひとりの園児が複数の食品に対してアレ
ルゲンを持つ場合も見られた。14 保育園で、除去
食を実施しており、献立から原因食品を抜くなどの
表 1　施設別にみた概要
Ｎｏ．施設名
園児数 アレルギー児数 職員数 保育士数 管理栄養士数 栄養士数　 その他（調理師・調理員）
（名） （名） （％） （名） （名） （名） （名） （名）
1 Ａ 41 1 2.4 20 16 1 0 3
2 Ｂ 42 4 9.5 14 12 0 2 0
3 Ｃ 68 1 1.5 23 14 0 2 7
4 Ｄ 76 10 13.2 14 12 0 2 0
5 Ｅ 78 3 3.8 23 20 0 0 3
6 Ｆ 89 3 3.4 24 20 0 3 1
7 Ｇ 90 5 5.6 24 16 0 2 6
8 Ｈ 90 3 3.3 21 19 0 1 1
9 Ｉ 109 1 0.9 22 18 0 0 4
10 Ｊ 111 2 1.8 36 21 0 0 15
11 Ｋ 115 6 5.2 30 21 1 0 8
12 Ｌ 120 10 8.3 40 33 0 4 3
13 Ｍ 170 4 2.4 20 15 0 1 4
14 Ｎ 175 5 2.9 40 28 1 1 10
合計 1374 58 4.2 351 265 3 18 65
表２　保育園別　食物アレルギー児の原因食品
卵 乳及び乳製品 小麦 そば 甲殻類 落花生 魚卵 果物類 大豆 その他
A保育園 ●
B保育園 ● ● ● ( 不明）
C保育園 ● ● ●
D保育園 ● ● ● ●
E保育園 ● ● ●
F保育園 ● ● ● ●（不明）
G保育園 ● ● ●（鶏肉）
H保育園 ● ● ● ● ● ● ● ● ●（不明）
I 保育園 ●（キウイ）
J保育園 ●
K保育園 ● ● ● ● ● ●（キウイ）
L保育園 ● ●
M保育園 ● ● ● ● ●（バナナ）
N保育園 ● ● ●
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個別対応をしていた。卵についても全卵禁止という
園児から、調理上の少量のつなぎ程度の使用は可と
いうように、程度の差も見られた。代替食について
も、具体例としては、卵の代わりに小麦粉を代用し、
衣やつなぎを作る、卵を肉に変更した献立とし、栄
養素が不足しないようにしているという回答であっ
た。食物アレルギー児への栄養指導では過剰に除去
に陥らないこと（個別対応）、食物日誌を活用する、
代替食品の情報提供や、生活の質を高めるための
様々なレシピや調理の指導も行なうとされているが
10）、保育所での給食担当者はきめ細やかな食物アレ
ルギー児への配慮が求められている。
食物アレルギー児への食事についての注意点につ
いての回答を表 3に示した。（複数回答）（表 3）
給食で気にしている点（複数回答）は全体では、
「野菜を充分に食べる」（63.4%）「楽しい食事環境作
り」（66.2%）「主食・主菜・副菜を組合わせて食べる」
（66.2%）、の順に高く「スタッフとの連携」（43.7%）
「家庭との連携」（36.6%）であった。職種による回
答率の高い順は、保育士では、①楽しい食事環境作
り（65.1%）、②野菜を充分に食べる（62.8%）、③主食・
主菜・副菜の組合わせ（60.5%）、であったが、管理
栄養士・栄養士では、①楽しい食事環境作り（86.7%）、
②食塩の多い料理を控える（73.3%）、③主食・主菜・
副菜の組合わせ（73.3%）、調理師・調理員では①他
のスタッフとの連携（84.6%）②野菜を充分に食べ
る（76.9%）、食塩の多い料理を控える（76.9%）、主
食・主菜・副菜の組合わせ（76.9%）③家庭との連
携（61.5%）であった。
調理師・調理員は、実際に給食を作るための具体
的な注意点の回答が多かったが、「楽しい環境作り」
に対しては 46.2% という回答で、保育士、管理栄養
士・栄養士に比し、低い傾向を示した。また、「他
のスタッフとの連携」については、前回の増野の
報告同様、保育士は 27.9%、管理栄養士・栄養士が
53.3%、調理師・調理員は 84.6% と主に給食を担当
する立場の回答率が高かった。
食物アレルギー児の給食で困っている点（複数回
答）では、保育園の全職員では「食物アレルギー症
状が出るか心配」が 49.3% と最も高かった。次に、
「メニューが同じものになりやすい」（38.0%）「調理
器具の使い分け」（25.4%）の順で回答が高かった。（表
4）
アレルギー児への給食では、何よりも事故を未然
に防ぐことが大切である。保育所では事故予防管理
や、栄養管理が重要だが、保育所では保育園児の年
齢の幅も広く、保育人数も多いので、給食対応は煩
雑になりやすく、誤食事故が発生しやすい状況があ
り、実際のアンケート結果でも「食物アレルギー症
状が出るか心配」と答えたものが多かった。全ての
保育園で、除去食を実施していたが、除去品目数が
増えるにつれて、家庭内外での食生活の制約が大き
くなり、QOL が低下するとされており 9）11）、困っ
ている点では「メニューが同じものになりやすい」
という回答が 38%であった。
4. まとめ　
表 3　職業別　保育園給食で気にしている点（％）( 複数回答）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
保育士
（ｎ＝ 43） 62.8 30.2 41.9 44.2 39.5 41.8 65.1 60.5 41.9 25.6 25.6 11.6 0 34.9 27.9
管理栄養士・栄
養士（n=15） 53.3 26.7 26.7 46.7 26.7 73.3 86.7 73.3 58.2 40 40 33.3 6.7 20 53.3
調理師・調理員 
（n=13） 76.9 30.8 53.8 23.1 23.1 76.9 46.2 76.9 53.8 46.2 46.2 38.5 15.4 61.5 84.6
1：副食（野菜）を充分に食べる（％） 8：主食・副菜・主菜を組み合わせて食べる
2：油の多い食品を控える 9：好き嫌いをなくさせる
3：菓子や甘い飲み物を控える 10：加工食品を使わないようにする
4：牛乳・乳製品を摂る 11：原材料の表示を確認する
5：食事時間を規則正しくする 12：価格
6：食塩の多い料理を控える 13：調理時間のかからない献立にする
7：楽しい食事環境作り 14：家庭との連携
15：他のスタッフとの連携
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今回のアンケートの結果、調査を実施した保育園
では全国調査の値に比べ、アレルギー児の占める割
合は低かったものの、全ての保育園でアレルギー児
が在籍しており、中には 13.2%と高い割合の保育園
もあった。アレルギー児の占める割合が高い保育園
の職員に占める管理栄養士・栄養士の割合は 21.1%
であったが、調査の結果、3保育園では管理栄養士・
栄養士がおらず、給食担当者は調理師・調理員であった。
保育園の職員は、食物アレルギー児に対する給食
で困っている点として、「食物アレルギー症状が出
るか心配」（49.3%）と答えたものが最も多く見ら
れた。次に、「メニューが同じものになりやすい」
（38.0%）「調理器具の使い分け」（25.4%）の順で訴
えが多かった。保育所における給食は、子どもの発
達段階を考慮した上で、安心 ･安全に、栄養面が確
保されるだけでなく、おいしく、楽しく食べられる
事も求められているが、アレルギー児にとってはそ
れだけではなく、給食担当者は、効率的に調理を行
い、混入が無いようにし、何より事故を未然に防ぐ
ことが大切である。しかし、保育所では事故予防管
理や、栄養管理が重要だが、保育所では保育児童の
年齢の幅も広く、保育人数も多いので、給食対応は
煩雑になりやすく、誤食事故が発生しやすい状況で
もあり、アンケート結果でも「食物アレルギー症状
が出るか心配」と答えたものが多かった。
保育所において食物アレルギー症状の誘発を最小
限に抑制するためには、原因となる食品の除去に加
え、新規に誘発させないことが大切であるが、離乳
食などを通して初めて食べる食物は、基本的に、ま
ず家庭で食べるようにするなど、家庭との連携も重
要になる。
また、幼児はアレルギー食対応中に耐性の獲得が
進むこともあるため、定期的に保護者に指示書の確
認なども必要になる。
気にしている点（複数回答可）には「楽しい食事
環境作り」「主食・主菜・副菜を組み合わせて食べる」、
「野菜を充分に食べる」の順に高かった。
また、「家庭との連携」、「他のスタッフとの連携」
では、調理師・調理員で高かった。
以上のことから、今回の調査の結果では、保育園
栄養士は、年齢も若く、勤務年数も短いため、食物
アレルギー児に対応する給食経験も不足しがちであ
り、さらに職場での管理栄養士・栄養士数は保育士、
調理師・調理員に比し多くない中で、アレルギー児
への給食を作る際には、他の職種である保育士、調
理師・調理員との連携を図り、保護者への支援も求
められていることが分かった。
我が国では単独世帯の増加、女性の雇用者の増加
等社会情勢の変化の中で、保育園を利用する世帯も
増え、食に関しては簡便化志向の高まりや外部化が
進展しており、中食・外食の利用頻度が増加してい
る。また、夕食の摂食時間の遅れ、料理にかける時
間の短縮もみられる。13）以上のことから、保育園に
子どもを託児する保護者の間でも、今後も中食や外
食などの利用は一層進むことが予測されるが、食物
アレルギー児を育児する保護者たちには、使用材料
の確認、加工食品の原材料表示の確認など、不安や
負担に感じることも多く、より一層の保育支援が重
要であると考える。16）子どもの健康状態、アレルギー
の状態を正確に把握するとともに母親への支援、保
育園と保護者、保護者と医療関係者及び保育園など
との連携も必要である。
表 4　 給食で困っている点（％）　（複数回答）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
14.1 49.3 38 1.4 11.3 9.9 1.4 25.4 7 12.7 16.9 14.1 1.4
1：時間がかかる 7：子供が食べたがらない
2：食物アレルギー症状が出るか心配 8：調理器具などの使い分け
3：メニューが同じものになりやすい 9：適した味付けや固さが分からない
4：近所で代替え食品が買えない 10：除去品目が多く栄養素の確保が難しい
5：代替え食品が高価である 11：家庭との連携
6：どのようなものを作ったらよいかが分からない： 12：他のスタッフとの連携
13その他
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子どもの食行動と心の発達は相互に深い関係があ
るといわれ、子どもの食事は栄養摂取だけでなく、
情緒や社会性を営む場でもある。アレルギー児は健
常児に比べ、食生活に制約が多いために栄養不足や
心理的な負担も多い。また、養育者の食物アレルギー
に対する過剰な反応により、原因食品と思われる食
品を自己判断で除去してしまうことがみられる。
保育園児に食物アレルギー児が増えている現在、
食事指導を行う栄養士は食物アレルギーに関する正
しい知識や対応も求められる。アレルギー除去食に
必要な正しい専門知識、また、保護者への栄養指導
能力をもった栄養士がより多く配置されること、保
育士、栄養士、調理担当者などの職場でのより綿密
な連携が望まれる。
誤食事故の防止はもちろんだが、ひやりはっと事
例の報告や、アナフィラキシーなどの発症に対して
初期対応など情報交換は不可欠となる。また、保育
園栄養士は、保育士、調理師や調理員、保護者に子
どもの食生活についての正しい知識を伝え、相談の
場を提供し子育て支援の立場からの食育を進めてい
くことがより必要となると考えられる。
このようなことから、保育現場の現状・問題点を
理解し、今後の本学の栄養士養成の教育指導におい
て、いかしていきたいと考えている。
今回の報告は 14 保育園の職員 71 名の結果を報告
したが、保護者に対しても、保育園児を持つ保護者
の食事に対する意識、食物アレルギー児を養育する
保護者の育児負担などのアンケートを実施し回答を
得たので、今後、保護者の食事への意識の検討、施
設職員と保護者の比較検討などを行う予定である。
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